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思考過程に注目した批判的思考を高める社会科授業づくり

Creating Classes That Enhance Critical Thinking Focusing on Thinking Process 

鹿野誠

Makoto SHIKANO 

琉球大学大学院教育学研究科高度教職実践専攻

1. テーマ設定の理由

批判的思考は，近年，文部科学省 (2012)や OECD(2018)でも注目されている。文部科学省 (2012)で

は，「社会構造の変革に対応するための初等教育システム改革」において，「考える力（クリティカルシン

キング）」や「コミュニケーション能力」の育成に重点をおくとしている。さらに， OECD(2018)は，獲得

した知識は，未知な状況や変転する状況において適用されなければならないとし，そのためには，批判的

思考を含む，認知スキルやメタ認知スキルが必要であるとしている。

しばしば，学校現場において生徒たちは周囲の虚偽の情報を鵜呑みにしてしまって間題行動を起こすこ

とや，ソーシャル・ネットワーキング・サービス (SNS)で知り得だ情報に過度に影響を受けてしまい，差

別や偏見（いじめ）につながることも少なくない。楠見 (2013) は，現代社会において，批判的思考が必

要とされる理由について， 「批判的思考と知識によって， リスクに立ち向かい， リスクを減らす適切な行

動をし，科学的根拠のない偏見や差別をなくすことが必要である」ためと述べている。現代の情報化社会

の中で，正確な情報が大量にある反面，多くの不正確な情報が存在している。その膨大な情報を吟味する

ことなく，自分が欲しい情報だけを盲信し，諒った判断，望まない結果につながる危険性を常にはらんで

いる。また，金井・楠見 (2012) は，「働く人が批判的思考態度をもつことは，仕事の経験を省察して，経

験から学習する態度を促進する。それは，実践的知識の獲得を通して熟達者になるための土台になってい

る。」としている。道筋を立てて，繰り返し振り返りながら，目標に向かうことは，あらゆることに応用さ

れ，生涯を通した探求につながると考える。

沖縄県は出生率が高い地域である（厚生労働省 2019) が，一方で，沖縄県の子どもたちは， 自己肯定

感が低いことで知られている（文部科学省 2021)。鹿野・西本 (2021) は，共分散構造分析によって，批

判的思考の特定の囚子が自尊感情に正の影聾を与えていることを示している。よって批判的思考を高める

授業，つまり道筋を立てて，繰り返し振り返りながら，目標に向かう授業は，子どもの自己肯定感を高め

る可能性がある。加えて，沖縄県は，家族の会話も少ないことが示され（文部科学省 2018)，様々な境遇

にある生徒に，義務教育である中学校で批判的思考を高める授業を行うことは重要であると考える。

生徒たちには，有り余る情報の中でも，様々な社会的事象に対して，自分自身で，時には仲間とともに，

吟味しながら，自分の意見をつくりあげる力，自分が生きたいように生きる，生涯を通して幸せを探求す

るために必要な力を身につけてほしいと思う。そのような能力を家庭ではなく学校で，しかも社会科の授

業のなかで形成したいと考える。そのことは確かな，揺るぎない自信にもつながると考える。以上の理由

から本研究はテーマを設定した。

2. 研究の目的

本研究は，中学生を対象に批判的思考を高めるべくデザインした社会科の授業を行い，生徒の批判的思

考がどのように形成されうるのか，思考過程について考察することを目的とする。本研究は，今後の批判

的息考の育成に向けた授業づくりの一助となる点で意義があると考える。
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3. 研究の内容

(1) 批判的思考の定義について

んじたち第 6号 (2022)

鹿野：思考過程に注目した批判的思考を高める社会科授業づくり

心理学の批判的思考とは「第 1に，証拠に基づく論理的で偏りのない思考である。第 2に，自分の思考

過程を意識的に吟味する省察的（リフレクティプ）で熟慮的思考である。そして，第 3に，より良い思考

を行うために目標や文脈に応じて実行される目標指向的な思考である（楠見 2013)。」とされている。

一方で，社会科の授業づくりにおける批判的思考とは「知識（情報・解釈・議論・言説）に内在する価

値・基準・立場を吟味できる。知識（情報・解釈・議論・言説）の組み立ての論理や提示の方法を吟味で

きる（加藤 2019)」とされている。

しかし，先行研究により「批判的思考教育には，多少共通点らしきものがありそうではあるが，はっき

りとしたものは，現時点では存在しないということであり，批判的思考教育には実に様々なものが混在し

ている（道田 2020)」ことが指摘されている。以上より本研究では，楠見 (2013) が定義した批判的思考

の概念を最終的な目標としながら，生徒の現状を出発点として本研究で用いる批判的思考の概念を再定義

した (Figure 1参照）。そして， 目指す生徒の姿を『既存の知識をもとに評価判断の基準を，偏りのない

多面的多角的な知識の取得によって常に再構築し続けようとする態度・見方・考え方』を持つ生徒とした。

生徒の現状

（問題）

概念と現状から

批判的思考を定義

Figure 1 批判的思考再定義のイメージ図

(2) 授業づくりの方向性

加藤 (2019) は，「社会的判断力育成の歴史授業構成においては，複数の評価判断の選択肢があり得る

『歴史的論争間題』とその争点を形成する歴史的事実解釈に基づいて内容を構成すること。また，歴史的

事象に対する評価判断は，常に事後的なものになることの理解をふまえ，授業過程は，論争のある歴史的

事象に対する評価判断を求める隣議論』（□主張（評価・判断）』『根拠（理由付け）』『（根拠を支える）事

実:が韮本的な構成要素）の過程に，生徒同士が自分たちの評価判断の韮準を対象化し吟味する過程を意

図的に糾み込み，生徒たちが，自らの評価判断（社会的判断）とその基準の吟味（批判的思考）を相互に

行うことができるように組織することが必要」と述べている。

つまり，第一にテーマ設定が重要である。加藤 (2019) はテーマ設定を「歴史的論争間題」に限定して

いるが，無着成恭 (1951) の「山びこ学校」が示すように，生徒の生活から発見された共通の間題の解決

に向けた評価判断の韮準の吟味によってもなされると考える。重要なことは，複数の意見が多様に生まれ

るようなテーマ設定である。このことは歴史の分野に限らず，地理の分野にも同様に言えることであると

考える。第二に生徒個人が各々基準・根拠（事実）をもとに評価判断を下すことが重要である。そのため，

多面的・多角的な知識の提示，教材，資料のエ夫が必要である。第三に韮準の吟味を繰り返し行わせるこ

とが重要である。生徒が各授業の内容， 自分の過程を振り返ることができる板書， ワークシートのエ夫，

生徒が判断を下す際には，授業の記録を活用できるよう工夫する必要がある。第四に活発に議論が行われ

るような安心感・信頼感が重要である。そのため，他者の意見を受容・肯定， 日頃の生徒への声かけ，積

極的に襄めることを通して，授業者が安心感・｛言頼感を築く働きかけに努める必要がある。佐藤 (2014)

が「安心感と同時に，他者と対話するという活動そのものに『信頓感』を感じていることも大切です。そ
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れは例えば，『他の人の話を聞くと，いいことがあるぞ』『自分一人よりも，相談しながら進めた方が，良

い結果が得られそうだ』『ちょっと不十分な考えだけど，発表すれば，他の人が助けて一結に練り上げて

くれる』•••こういう気持ちです。」と指摘している。批判的思考が相手の発言に耳を傾け，証拠や論理，感

情を的確に解釈すること，自分の考えに試りや偏りがないかを振り返ることを大切にしている（楠見 2013)

以上，先生と生徒の信頓感，生徒間の信頼感の構築を行うことが必要である。以上4つの視点を意識して

授業づくりを行った (Table 1参照）。

Table 1 授業の一例と授業者の工夫「特定の輸出品の頼るアフリカの経済」

内容・ねらい 学習活動 ちも業工夫

・出席確詔を行う。 • 11り時の授土の枷り返りを行う。 ► ＂り時の枷り返りとして、 1li」時の授文で生

入① 導

•前時の校業の圭とめを紹介する" 祉が記述したまとめを校業冒如で紹介す

• Hil|1の授染で少し触れたが、アフリカJ小1では
これは何か分かりますか？

る"五徒の言葉で前間の授染の枷り返

さ 杭民地時代に1‘:1アメリカから持ち込主れたカカ
（タンザニア産カカオ豆）

りを行うことで、スムーズに復督でき、
分

才し）を唸！日用に栽坑していることを説明するC1 →周りの人と話し合い、イn]人かのI|f走に阿答し 本防の予料に活かすことかできる"

・カカオいのI|」笙日を 緒に確認する C9 てもらう C9 ► 導人はI|f如0)判味間心を引くため、 4徒

の生江に近いものを天際に持ってくる。

［ ] ► 
授業の内容がイメージできるような効果

件習目躙 アフリカの経済について考えよう！
的な写真や映像資料を話用する。

・カカオ豆の生茫牒家の活を紹介し、生産者で
なぜ生産者であるアフリカの人々はチョ ► lCT（ロイロノート）を江川して、グラフや

あるアフリカの人々がチョコレートを食べたこ
コレートを食べたことがないのだろう？

賓料を1自核生徒が操作できるようにする。

とかない理由について諒九取らせるC9 ► I| f走の持つ感此（11活経験）を活かすこと

• |ii」時に鉱山貸加についても触れたが、鉱山白 金ベダイヤモンド、レアメタルなど、高 ができるように比較（沖縄県との比較）を

慧
加にはどのようなものがあったかを確認する。 そうなものがたくさん取れるのにチョコ うまく江川してj受文展開を考える。

•金、ダイヤモンド、レアメタルに加えて、原 レートは食べれないの？ ► 息名力を働かせながら知識の5愛得ができ

さ
油、天然ガスなどもあることを説団する。 →周りの人と話し合い、｛可人かの生徒に匡答し るよう恩考の流れを意識した発間の設定

分

・アフリカ0)|l|々と、日本の千な螂 I¥品のグラ てもらう C9 をf丁う C9

プを比較して、翰出額の違い、輸出品の違いに アフリカの国々の輸出品と日本の ► 発間や課也の難易度が適切であるかを＋

気づかせる" 輸出品のグラフを比較してどう？ 分に検吋する C9

・モノカルチャー紆済の説明を行う。 →周りの人と話し合い、｛可人かの生徒に匡答し ► 一巨でj受又内容を枷り返ることができる

•生徒のき見をもとに解説、補足、謡み取った てもらう。 板』計1呵を行う。

ことから、どうようなことか孟えるのかを確認
●生徒との安心感・に加感柄染のため休み時間、特に界休みは、時間の許す限り教室

する。
に顔を川すように心かけたC9

•ここまでの学習を通して、アフリカの経済を

薗
► 複数の意見が多様に4まれるようなテー

アフリカの経済をよりよくするために
よりよくするための方法について考えたことを マ没定を行う、

さ どうすればいい？

分
グループで共右する。 ► グループでの意兄共打の前に、しっかり

●いい意見や面白い考えがあったら秩枷的
・釧人で考えてもらう" と個人で考える時間をとる。

・グJレープで意兄の共打を行う" ► グループでの意兄共打で、自分の意兄0)
に自分の意見に取り人れるように促したC9

・共有した茫見を発表してもらう 。 韮準の吟味をする時間を与える

> ► これまでの学叫で3度得した知識を活用し

| 屋国 アフリカの経済をよりよくするためにどうすれmハい？ | 
て、白分の言茉で説1月するように促す。

ぷ
•これまでの予習を直して5愛得した知識を用い •ここまでの学習を迎して、発間に対して、凶 ► グループでの意兄共打で得た祈たな品準

分

て、アフリカの紆済をよくするための方法につ 人で匡答する r, と白分の」意見の広準を吟味して、現時点

いて他者の意兄を踏まえて、自分の意兄を構成 での自分の意兄左再構築する C9

●前時の自分の意見を振り返れるよう

するように促す。 ► タイムマネジメントをしつかりと行い、
前時授業プリントは校業主でに辿LIl

ノ 1分に記述する時間を設ける C9

＊図の二重線部分は、授業づくりの 4つの視点
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4. 研究の対象と方法

沖縄県内の公立中学校 2校 (A校， B校）を対象に， 2021年 2月に A校の 1年生 2クラス計 66名（男子

34名，女子 32名）に歴史分野， 2021年 9月に B校の 1年生 2クラス計 66名（男子 33名，女子 33名）

に地理分野において批判的思考を高めるべく作成された授業を行い，生徒のワークシート，質間紙調査の

結果，授業記録より，生徒の批判的思考がどのように形成されうるのか，批判的思考の発達における生徒

の思考過程について考察した。

5. 研究の実際

(1) 歴史分野 単元名 『大航海時代によって結びつく世界』

授業では『大航海時代に日本にスペインやポルトガル人がやってきたら，どうなる？』という間いに対

して，「私は悪いことが起きるとおもいます。（中略）日本が戦争に負けて日本の人々はどれいにされて日

本人にとっては最悪な時代だけど，スペインやポルトガル人にとってはいい時代になったと思います。 (a

さん）」と南蛮人に対してネガティブな回答していた生徒が，次の授業では「私は南蛮貿易は『どちらで

もない』と思います。」と回答し，その理由を「当時の日本にはまだ無かった鉄砲などの強い武器が伝わ

ってきてまたさらに日本は強くなったと思うけど，奴隷になったり，鉄砲など，南蜜貿易で伝わった新た

な武器を使って争いが起きそうで，いいことも悪いことも両方あるから。 (aさん）」としていた。グルー

プ活動によって共有した意見を自分の意見に取り入れて再構築している様子が窺えた。生徒たちが授業の

中で，新しく得た知識をもとに判断の韮準を吟味し，授業ごとに自分の意見を再構築している過程がワー

クシートから見てとれた。また，授業では前時の意見を活用して意見を構成しようとする姿がより見られ，

習った語句を，根拠を用いて説得力のある文章を書くように心がけている様子が窺えた (Table 2参照）。

Table 2 『大航海時代によって結びつく世界』生徒aのワークシートの一例と筆者分析

控業のねらい

第 1時 rィスラムの拡大とヨー ロ ッ パ 」

①中廿トコーロッ,,,？）笈：ィヒに一 、、て」捏分半ー）ーる

（竺）叶 Uヨー t，ノハの変化につし、て主とめることかできる⇒

／：力5-Cきる

第 2時「 大航渾時代の幕開け」

①人航ifu：時itに 9ついて」捏紺する

耳もすることかーで苓る

多檬に生まれるテーマ設定

第 3時 r束アジアの貿易と南蛮人」

①南蛮貿易に 9ついて」里尻）一る

②南蛮貿易の内谷に→いて j：とめることがで幸る

生 徒a （■組）

匝画中世ヨー ロ ッ パ の 変 化 に つ い て 学 習 し て ， 学 習 し た 内 容 を 踏 ま え て ， こ れ

そう！ 「プロテスタント」かでて苓て，＿r＿ーク上旦＿＿／之」＿ふ二＿い左人＿竺夜さ＇どな＿べなっ

左ため， II本にも「力）、リノク」を伝えた

匿画大航海時 代に，日本にポルトガルやスペイン人が来ることで．どのような

こ と が 起 こ ると予想されますか？

和は芯し、ことが起きるとおもし、主ずその退心ヽこととは， /J•＿ってに疸罠連に塁打

たり＿守占攻を・j虫帯lされ，たりして 9L々 日本に仕んてし、た人たちか反発して子しヽがお

こぐ9たりすることで，もし本当に子し、をしたなら，クヒオか多くでそうたなと思、し、

主した，そして日本が単人子に臼けて日本の人々はどれし、にされて日本人にとっ

ては序 ；出なl店代だけど， 7，ヘインやボルトガル人に／：ぺ，てばし心ヽlI'ff一しになぐ9た

と思、し、主す一

回 13本に南蛮人がやってきて，南蛮貿易を行ったことは日本にとって良いこ

とであったか？よくないことであったか？

③人航洵：時代に， II本にポルトけルやスベイン人などの南蛮 I旦杢には主jこ歴加＿ご>)こ虹位な＿ど竺胆＿い武器＿か伝わってきて主たさらに日本は1虫

人が来ることで，了ただされることを U 分の言染で主とめ，太• I こな:]こと塁2旦ー、こ一竺沌ビ生一つ左ーり干竺硲な_ce',ー南蛮買殻：望伝心：シ竺i'"—ブこな一凸

叫ずることができる I器を使って争 いが起ぎをうで，いいことも悪いことも向方あるから
~ ~ 

生徒の感想

私は—叫間， t こと兄lu)校生を受けて， U 分は苫手な穀いの 1 つに社会かか

あぐ心］特に歴史は誰がイ可をしたかが記に人ぐ9てこなかぐ9たりずるけ／竺七'|1) 

中，こギ （、i/：ても分かりぺ＇ずくて気がつけばチャイムがなぐ 9てし、るくらし、だしかっ

△ 

筆者分 析

他者意見の取り入れが

行われている

導入や賣料の工夫による

『楽しく分かる』授業



− 193 −

課題研究最終報告

(2) 地理分野単元名 『アフリカ州』

授業では，第 1時に空間的な視点として「アフリガ州の自然環境」について扱い，第 2時に時間的な視

点として「アフリカの歴史と文化」，第 3時，第4時では相互作用として「特定の輸出品に頼るアフリカ

の経済」，「アフリカが抱える課題とその取り組み」について扱った。第 1時ではアフリカについて「アフ

リカと言う場所は，気候が 3つあり，それぞれの地域によって動物がいたり，砂漠があったりする事が分

かった。またアフリカ小1、1にはナイル）1|，サハラ砂漠など世界最長の川がある事を知った。気候によってサ

バナがある所もある。またサヘルと言う所があり，その所では，人口増加，放牧で砂漠になった地域があ

る。 (bさん）」と記述していた生徒が第4時では「アフリカと言うところは，世界最大の）1| 「ナイル）II J 

など世界最大の）1|や，砂漠がある。また 3つの気候があってそこの地域に合わせて生活が交わる（文化も），

昔アフリカは，ヨーロッパ州に植民ちにして，その時に生活などが変わった。植民ちが終わってから新た

な間題がでた。経済間題，貧困開題などがでて生活できない人々が贈えてきている。私はそんな人達をど

うやってすくつているかきになりました。またその人達がやっている事も私もできたらやりたいです。 (b

さん）」と様々な視点や考え方を吟味し， 自分の意見を再構築した様子が窺える。最後の感想からは，意

見共有の意義を理解し始め，意識的に吟味や再構築を通して自分の意見をかたちづくることの良さを自覚

したようにも感じる (Table 3参照）。

Table 3 『アフリカ州』生徒bのワークシートの一例と筆者分析

授業のねらい 生徒b （△組）

第 1時「アフリカ州の自然菜現」 I~圃アフリカ州ってどんなところ？

］地図 1のナイル）11,サハラ砂没の位摺か分かる c ＾ アフリカと，，う垢所は，気似が 3,戸わり，それそれの地J成によって動物かいたり，＿砧坐

ることができる c

があったりする中が分かったe 、またアフリカ州にはナイ_!レ川，サハラ控漠など世界展に

の）l|かある中を知ったc 気候によってサバナがある所もある J またサヘルと言う所かあ

り，その所ては，人口瑞加，放牧で罷洪になった地J成が力）る，

匝団植民地支配は文化にどのような影響を与えたと思う？

，ー
())アフリカ州がどのような歴史 複数の意見 アフリカは，コーいゾハに植民地支配されてから，芹別など，多様な文化が生まれてき

をたとってきたかを迎解する ~I が多様に 1 こその結果（午i-』か）、父になる J 出る J 新しt言語を作ゥなし、とし、，｝なくなる）ても

(2)アフリカ州では， l狙民地支配1 生まれる II丑ーロソハから栢民地支配がかいほうされたけど，舒済，政治などをコーロ、ノハにうば

が文化にどのような彩苦を勺えI テーマ設定 IIわれていたから舒済などてまた戦争が起こったり，他の国からねらわれてしまたりする

たのかを自分の曰葉で況明できる c から，アフリカもヨー→ロッハと同じく団結して，アフリカ迎合 (All) をつくったc

匿祠アフリカの経済をよりよくするためにどうすればいい？

アフリカの経済の肋徴，諜知を理解する J C2)ア＼リ Iアフリカの経済をよくするためには，他1月の技術を取り人れてカカオ炉!J)JIITなどをし

カの舒済の課題について，諜遅竹伶火の方伝を nj¥ I-、こいく，釦や）兄沖をなにかと合わせて新しい蛉入物をどんどん増やしていく事が大切だ

o~), ，菜て祝明てきる ¥Iと息う e

第 4時「アフリカが抱える課題とその取り組み」 r ~圃アフリカってどんなところ？もっとどんなことを知りたい？

(i)アフリカ州の抱える課如について罪解する。 Iアフリカと言うとごろは，世界最人の川「ナイル）l|」など世界最人の川や，砂漠かある J

(2)アフリカ州という』也域が抱える課如に対する取 1また 3つの気似ヵいわ 廿アフリカは，

り組みを考えことができる c ヨー→口、ノパ州に植旦竺ピ上--：2ー一歪］）喧ピ生i~-竺旦か食わ—?t=→J 植1．もらか終わってから新

⑬)アフリカ州という』也域がどのようなJ也域かを自 Iたな間迎がて！こ舒済問題，伶困問題などがでて生活できない人々が瑞えてきている，

分の言槃で説明することができる。 I租はそんな人ia'をどうやってすくってし、るかきになりまし／こまたのその人ia'がやって

生徒の感想

しヽる中も私もてきたらやりたしごず，

グルーープなどて意見をなどをまとめ，発人・するのは良し、と思し、ましたC 自分なりに最後

まとめるの良し、と思し、ましたc 理由は自分の考えでまとめられたら，他の教科などても

し、かせるし， n分のでまとめたやつは，よくはえられるから，その考えは，いし、なと忠

いよした-自分の窓見をいっぱいぢえられた J

筆者分析

授業ごとに意

見を再構築し

根拠に

基づいた

説明が

なされて

評価判断を下す

意見共有の意義を理解し

始め、吟味や再構築を

通して自分の意見を

形作ることの良さを自覚
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6. 質問紙調査について

(1) 質問紙と調査の方法

質間紙は，一つ目に批判的思考態度尺度（平山・楠見 2004) を前田・新見・加藤・梅津 (2010)が文言

を中学生に適した文言に変更した中学生用批判的思考態度尺度を採用した。先行研究（平山・楠見 2004)

に従い， 5件法で回答を求めた。また，中学生への負担を考慮し，「証拠の重視 (3項目）」囚子は，先行

研究（前田・新見・加藤・梅津 2010)の項目をそのまま採用し，「論理的息考への自覚」因子，「探求心」

因子，「客観性J因子は，批判的思考態度尺（平山・楠見 2004) において，各囚子の囚子負荷量が多い 5

項目を抽出し，全 18項目を採用した。二つ目に Rosenbergの自尊感情尺度日本語版（櫻井 1997) を先行

研究（加藤・太田・松下・三井 2013)に従い， 5件法で回答を求めた。本研究で自尊感情を測定する理由

として，先行研究（加藤・太田・松下・三井 2013)において，批判的思考と自尊感情との間に共時的に正

の相関があることも示されていることがあり，批判的思考を高めるべくデザインした授業の実践が自尊感

情にどのような影響を与えているのかについても考察した。今回の標本数で，因子分析をすることは適切

ではないと判断し，先行研究（平山・楠見 2004) によって示された因子の囚子を構成する項目の合計得

点を用いて行った (2021年 10月実施）。

(2) 2021年 2月に A校の 1年生 66名（男子 34名，女子 32名）に歴史分野

各項目の授業前と授業後の得点で対応のある t検定を行っ

た。結果は，批判的思考態度尺度では「複雑な間題について，
匹

順序立てて考えることが得意だ」，「何事も，疑わずに信じ込ん m 
15.9 

だりしない」の 2項目 (p<. 05), 「ある一つの立場だけではな 15.7 

匹

く，できるだけ多くの立場から考えようとする」，「みんなが納 匹

15,l 

得できるように説明することができる」，「物事をみる時，自ハ刀匹

の立場にこだわってしまう（本来は反転項目）」の 3項目 い7
匹

(p <. 01) の得点が高まったことが示された。自尊感情尺度の

各項目の得点には有意な差は見られなかった。次に，囚子を構

成する項目の合計得点の分析においては，批判的思考態度尺度

「綸遍的息考への1!!1覚』得卓平均

震露 慢●●

Figure 2 

「論理的思考への自覚」得点平均

では「論理的思考への自覚」得点 (p<. 05) のみ高まっていることが示された (Figure 2参照）。自尊感

情尺度では，「自尊感情J得点に有意な差は見られなかった。

「論理的思考への自覚J得点が高まったことについて，先行研究（平山・楠見 2004)では，批判的思考

態度尺度の「論理的思考への自覚」因子は「複雑な間題について，順序立てて考える事が得意だ」といっ

た項目によって構成されており，グループ活動を通して意見の交流・共有を行ったことで自信ついた可能

性が考えられる。多くの生徒が感想の中で「（前略）グループの意見の交流で他の人の考えや意見にふれ

る事ができた（後略）」のように，グループでの意見交流・共有ができてよかったと記述してくれた (30

名）。また，「（前略）いいね！や good!など言ってくれたりするのは，やる気が上がるし，モチベーショ

ンが上がるのでいいなと思いました（後略）」など声かけがよかったと記述してくれた生徒もおり (13名），

そのことが「論理的思考への自覚」得点の高まりにつながった可能性が考えられる。さらに，「普段の授

業は，板書を写していたので，プリントでやっていいなと思いました。電子テレビを使ってわからないと

ころを教えてくれるのでわからないというのがありませんでした。毎回の授業始めにする，前回の振り返

りでは，自分とは違って意見がたくさんあったので，他の視点から物をみる事ができたので楽しかったで

す（後略）」のように大きく分けて，ワークシート (26名），資料 (14名），電子黒板 (9名），前回の振り

返り (7名）が良かったという感想があった。わかりやすい授業，そして声かけにより信頼関係ができた

からこそ，話し合いが活発になり，得点の高まりに繋がったと考えられる。



− 195 −

課題研究最終報告

(1) 2021年 9月に B校の 1年生 66名（男子 33名，女子 33名）に地理分野

各項目の授業前と授業後の得点で対応のある t検定を行っ

た。結果は，批判的思考態度尺度では， 1年合糾で「無意識の

うちに偏った見方をしていないか振り返るようにしている」

(Figure 3参照）の 1項目 (p<. 05) が高まったことが示さ

れた。自尊感情尺度では，同じく 1年食組で「自分はダメな人

間だと思う。（逆転項目）」（Figure 4参照）の 1項目

ちに●った見方をしていないか
にしている」得点平均（女輯）

｀一擾●艤

Figure 3 

(p <. 05) が高まったことが示された。同じ授業を行った 1

年△組では各項目の得点に有意な差は見られなかった。また

本実習においては，批判的思考態度尺度の各因子の合計得点，

自尊感情尺の囚子の合計得点に有意な差は見られなかった。

「無意識のうちに偏った見方をしていないか振り返るよう

にしている」という項目の得点が高まったことについて，生徒

「無意識のうちに偏った見方をしていないか振り

返るようにしている」得点平均（女組）

たちの感想を見てみると「グループの意見をきくと， 自分で

は，わからなかったこととかもあってよかった（△組）」のよ ” 
3.2 

うに，グループでの意見共有が良かった (35名）と感想に記 “ 
3 

述した生徒が多くおり，授業を通して意見共有の意義を感じ 2.9 
2.a 

始めたと考えられる。実際にワークシートを見てみると『自分 2.7 
2.6 

が年収の高い国の住人なら， Eじに加盟することに賛成？反 |“
2 .. 

対？』という発間に対して，個人の段階では「移民労働者が安

い給料で働くと，国民の給料がもらえなくてお金がなくなる。

パスポートなしで他の国に行けるのは良いし，色々な国で協

力して飛行機などを作れるのは良いけど， Eじじゃなくてもで

「自分はダメな人間だと息う（逆転項目）』
得点平均（女編）

鑽露薗 檀●●

Figure 4 

「自分はダメな人間だと思う（逆転項目」

得点平均（＊組）

きると思った。」と反対の意見を示していた生徒が，グループでの意見共有後は「賛成派の『アメリカと

か大国に反こう？するために Eじができた。』という意見をきいて，なるほどなと思った。確かに移民労働

者にお金をとられるけど， EUに加入することで世界の中での発言力が高まるし，共通の通過を使うことに

よって国民の生活が豊かになるとおもった。」と賛成の意見を示すように変化があった（△組）。生徒たち

は個人の意見を，他者の意見を受けて吟味し，再構築している様子が窺えた。意識的に吟味し，再構築し

ようとする態度が芽生えた結果が得点の高まりにつながったと考えられる。短期間で有意な差を見出すこ

とができたことで，長期的な実践でより成果をあげられる可能性も考えられる。

「自分はダメな人間だと思う。（逆転項目）」という項目の得点が高まったことについて，この項目は逆

転項目であるため，つまるところ，「自分がダメな人間であるとは思わない。」という項目の得点が高まっ

たことについて，生徒たちの感想を見てみると「 1回1回自分の意見をまとめたときに誰にでもほめてく

れたりどう考えればいいかなど教えてくれて考えるのが楽しくなっていた（△組）」に代表されるように

授業者が生徒を積極的に褒めたことが，得点の高まりにつながったと考えられる。さらに，「クロムブッ

クでたくさん資料や写真を見せてくれて， とても分かりやすかったです（＊組）」のように「分かりやす

い」，「楽しい」，「おもしろい」， 「理解しやすい」と記述した生徒も多くいた (45名）。導入，資糾提示，

発間のエ夫によって，生徒にとって『楽しく分かる』授業であったことが得点の高まりにつながったと考

えられる。加えて，生徒がグループでの意見共有の意義を感じ始めたことによって，他者の意見をもとに

してなら自分の意見を構築できること，また自分の意見は他の人の役に立っていること，自分の意見に自

信が持てるようになったことが得点の高まりにつながったと考えられる。

＊糾で有意な差が見られ，△組で見られなかった理由として，△組では「グループのとき意見を言えな
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かった（△組）」と記述した生徒がおり，このことが代表するように，発言を躊躇ったり，正しいことを言

わなければならない雰囲気があった。誰もが安心して発言できる環境づくりが必要であると思われた。

7. まとめ

本研究は，『既存の知識をもとに評価判断の基準を，偏りのない多面的多角的な知識の取得によって常

に再構築し続けようとする態度・見方・考え方』を育成することを目指し，第一にテーマ設定，第二に生

徒個人が各々基準・根拠（事実）をもとに評価判断を下すこと，第三に基準の吟味を繰り返し行わせるこ

と，第四に活発に議論が行われるような安心感・信頓感を築くことを意識した授業づくりを行った。本研

究においては，生徒のワークシートの記述，感想，質間紙調査の結果から，長期的な授業実践によってよ

り批判的思考を高めることができる可能性が示された。さらに限定的ではあるが，実践の結果，自尊感情

の高まりも示された。よって本研究においては，批判的思考を高める授業実践は自尊感情をも高める可能

性が示され，因果関係については今後さらなる研究が必要であると思われる。

一方で，批判的思考を高めるためには，佐藤 (2014)が指摘するように教師と生徒，または生徒間の安

心感・信頼感が必要不可欠である。今後は学校を通してどのように安心感・信頼感の構築することができ

るのかの検討が必要であると感じた。また，佐藤 (2014) はテストのあり方についても指摘しており，日

頃の授業で『考える』ことを強調していても，テストがそれに反するものなら，児童生徒はテストに合わ

せた勉強方法を選んでしまうことが容易に想像される。考えさせるためには，考えたことを適切に評価す

る方法が必要であり，その方法の検討が今後の課題である。
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